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2010年 2月に刊行予定の日本歯科衛生学会雑誌 第 4巻第2号に単著論文として掲載予
定で､以下の内容であった｡
歯科臨床の現場で働く歯科衛生士 143名に対し､感染予防対策の意識と行動を把握するた
めに質問調査を行ったOその結果､感染予防対策に関する教育を受けたことがある､また､感染
予防対策のスタンダード･プリコーション(標準予防策)を知っている歯科衛生士はそれぞれ半数
以下であったoすべての歯科衛生士は感典予防対策としてグロー ブ､マスクを着用しており､患
者毎にグロー ブを交換している者の割合は81.8%と高かったが､患者毎にマスクを交換する者の
割合は 22.4%と低かった｡一方､防護メガネの未着用者の割合は 90.9%であり､感染予防対策
の不十分さが示された｡また､不潔手袋で清潔域に触れた経験のある歯科衛生士は 94.4%と多
く､感染予防に対する意識の低さは､診療中の行動にも認められたOまた､このような感染予防に
対する行動は､歯科医師や患者に急がされる､予定時間の延長といった診療環境や職場内の人
間関係の円滑さによって大きく左右されることが認められた｡
これらの結果は､安全で安心な質の高い歯科医療を提供するために､歯科臨床における感染
予防対策の向上や､さらに歯科衛生士の感染予防対策教育の充実に繋がることが期待できる先
駆的研究であり､価値ある業績と認める｡
以上のように､本論文は歯科臨床における感染予防対策､さらには歯科教育の分野に十分貢
献するものであり､学術上とともに､応用上も貢献するところが少なくない｡
よって､審査委員は本論文に博士(歯学)の学位論文としての価値を認めた｡
